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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

・田中　秀昌様～7/4（月）の午後から排尿なく、7/5（火）準夜帯にて留置カテーテル挿入後すぐに排尿あります｡本日、主治医へ報告し留置カテーテル継続しています。本日の日中の様子を報告し明日以降留置カテーテルを継続するか確認します｡

・野里　朝子様～6/29の内服薬調整後より「ふらふらする」と訴え聞かれ、服薬に対し拒否的であり食事摂取量の低下みられ、スタッフ介入に対する攻撃性が強まっています｡本日、主治医へ報告し、本日朝食後より臨時薬処方となっています。以後は定期となります｡

・日誌入力の際、数値（摂取カロリー、点滴量、カテーテルの尿量等）は準夜帯でトータルのみの記載です。以前より指摘を受けているのできちんと把握しましょう｡入力ミスが続くようだと、事務過誤処理報告を記載して頂く事になるので、申し送りや各勤務帯でもチェックして下さい。カルテへは各勤務帯で確実に記入していきましょう。

・処方箋、処置箋等の貼り間違いがあります。患者様名、貼る場所等はきちんと確認してから、貼るようにして下さい｡また、貼る場所が分からないのなら他スタッフへ聞き確認しましょう｡

・今月の小阪Drの勉強会は女性スタッフ対象となっています｡会議室にて13:00～13:30に行っているので各自で確認し確実に出席して下さい｡また、勉強会に出席するスタッフは当日のリーダーへ勉強会へ出席する旨を伝えるようにしましょう。

・本日より青仁会祭の準備作業が始まります｡担当以外のスタッフへ作業依頼があった際は、協力していきましょう｡

・精神医学会に病院から何題か演題を持っていく予定となっています｡予定として畑中成夫様のケース（長期に及んだ隔離室の使用、今までの経過、退室時の経過、それに伴うスタッフの意識・対応の変化等）を取り上げる事となります。発表予定者：担当スタッフ（橘）

・夜勤帯の休憩はきちんととるようにしましょう。夜勤時の休憩については労働基準法で定められているので、業務の一環として確実にとりましょう。また、患者様の急変等があり、休憩が取れなかった場合は、未打刻票を報告して下さい｡

・阿部　チヨ様～入院時の情報に仙骨部に発赤があるとの事で、褥瘡委員会の工藤さんと今後の対応（体位交換等）を検討していきます。

　　　　　　　　昨日の夕食、本日の朝食は全量摂取していますが、本日の昼食は「食べたくない」と話され不食されており、食事摂取量のむらがあります。食事を食べたくない理由について「今日は食べない」「明日は食べる」等と話されていますが、身体不調からくる理由なのか精神症状からくる理由なのか把握する為、食事を食べない理由についてはきちんと記載して下さい｡

＜隔離室使用患者様について＞

畑中　成夫様～終日隔離中です｡

7/5は衝動行為なく落ち着いて過ごす事が出来て、夜間も休む事が出来ています｡本日、男性スタッフ４名にて定期採血行っていますが、肘に力を入れている事あり「神が動いて」と話されています｡

　　　　　　　退室時には複数（２人以上）の男性スタッフが付き添い対応していますが、特に採血時には３～４人の男性スタッフで対応しましょう｡その際、直接本人に関わらないスタッフもスタッフオフィス内のモニターで隔離室内の様子を観察するようにして何かあった場合にすぐに動けるように、応援体制を整えておく必要があります｡直接本人と関わらないスタッフも、本人を見てる、観察しているという意識を持つようにしましょう｡

　　　　　　　本日の昼食時、ご飯茶碗を裏返しにして「食べたくない」と話され、主食は不食されていますが、妄想発言は聞かれていません｡

　　　　　　　本人退室時は、これから本人が退室する事を全スタッフが把握してから退室して頂き、事故防止、応援体制を整えていきましょう。

水梨　孝純様～時間隔離（20:00～7:00）中です｡

　　　　　　　7/5の食事の際、スタッフに掴みかかる事ありますが、不機嫌さなく夜間休む事出来ています｡本日、水溶便３回みられています。

　　　　　　　現在、日中にホールを訪れた際、スタッフに掴みかかる事ありますが、他患者様へ掴みかかる事は少なくなり、椅子に座って過ごす時間が多くみられてきています｡

　　　　　　　本日、ホールにてしゃがんでいる際、石切久様が向かいにしゃがんでいる事がありますが、干渉は見られていません｡隔離室使用目的でもある他患者様からの干渉を防止し、本人の身を守る為にも他患者様との関わりを注意して観察しホールを訪れた際は本人の所在確認を徹底していきましょう。

　　　　　　　今後、飲み物から少しずつ固形物の摂取を目指していくので、お母様の面会時にゼリーやプリンを持ってきてもらうよう依頼して下さい｡

＜要観察患者様について＞

野里　朝子様～服薬時、スタッフへ水を掛ける行為や食事を促したスタッフへ食器を投げつける行為みられています。服薬は再三の促しにて時間を掛け服用する事が出来ています｡

　　　　　　　精神症状の落ち着きが見られた際、食事はホールで摂取されていましたが、現在は自室にて過ごす事が多く、食事も自室で摂取されています｡夜間睡眠状態と共に、日中の過ごし方の観察行っていきましょう｡

類家　マサ子様～「あっち（Ｂユニット）に行きたい」と話される事が多く、スタッフの説明に対する反応に波があり「分かった」と納得される時と「何で私だけ」と口調荒げる時があります｡

　　　　　　　　説明に対する理解が得られない時があるのは、病状が安定していない事が考えられ、一時的にでもＢユニットで過ごすには、“現在の本人の病状が良くない為、Ｂユニットへは行けない”事をきちんと説明しましょう。

　　　　　　　　喫煙時間以外に喫煙室にいる事があります。患者様の所在確認は安全管理の為でもある事を把握し、Ａユニットの患者様がＢユニットを訪れる際は、誰が何をする為にＢユニットに来ているのか、Ｂユニット勤務者へ伝えていきましょう｡
＜Ｂ･Ｄユニットケースカンファレンス＞

佐藤　節子様～昨日、他患者様との関わりについて「イライラする」と話されプログラムへの拒否みられていますが、本日はプログラムへの参加、食事等の日課はスムーズに参加する事出来ています｡

　　　　　　　以前より環境や対人関係からのイライラにより火災報知機を鳴らした経緯があり、スタッフはその事を把握しておきましょう｡また、本人が調子を崩しそうな時に何が出来るのかが看護としての役割でもあるので、調子の変化に注意して観察していきましょう。

坂　　貢　様～スタッフへ「話を聞いてもらいたい」と要望が多く聞かれています｡訴えたい内容から話がそれてしまう傾向があり、スタッフが対応できる時間を本人に伝えてから、その時間内で話を聞いていきましょう｡













